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琉菜の成分に聞i  3研究（ 釘 報） 葉のかレシウム含量について
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目的　 疏芙類tit.  茎，泉影 根（ 大援 ，い も類■fi. ﾋﾞ) , 種f  などの妙位に合皺 レてカ

ルシウム(Co. ）含量を測史寸5  と,   葉に最 も多^ に含 まれい のであ3 ．しかしなｳ紡 衷

にか ）でも￥の為生川 立置It ぶヽつて（λ含量にm 異のあ5  ことが予想され§ので，禎討寸l
次第であ5 。

方法　/  . きやべつやレタスのよいこ球状のもの＼.-t，外乗（ 古葉）ヒ内蒙（ 新葉）に，

また，春菊のぷ;うに上下,-なっマい5  -fe ・ は, 下葉（ 古葉）ビJit( 新棄）に喬 ち，おの

力のの＆含1 を測定t  5 。ヌ。きゃべ-7  tレタスｔﾀﾄ 側Jこりi> ･ii-部I-約/哺m に葉を旅取

して,   Ok含量を測史寸3 。

結 果　/.  さやべつ. ほうれん草。春菊，白菜バ がヽの葉, レタス，大根の葉などのCo･

含量 を測定した結^ ，同一歳 菜の古葉ヒ新東t の比率It p; いて古乗の含量 をﾉoo  ＼iすI ﾋ,

新葉の最応n 大根の葉の2に ，最高,-i春菊の砧であった。また総 平均 では3'?であった。

X .   つ5 示 きゃべつやレタスのような球状の葉草類リ ト側 り 順境内部 の葉t 採取しマCa.

含量を測 定した結果，きやべつ，レタヌ,と* 最外葉,-i最 も多く，中心部 に嵐 むにしたがい

減ナしr- 。3. 一耽 に古葉は新葉; り 七第> しく＆含量ヵり< ■'≫ めで, 良 尊類i; り弘 之摂歌

寸3  にn つ･c めて古葉を利用t  3 のが得策であi  ．
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